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SELP（セルプ）とは、働く意欲がありながら
障がいなどの理由により一般の事業所に就職することが
難しい人々のための「就労の場」。
このロゴマークには、
ハンデに負けず、社会的自立を目指す決意が込められています。

このステートメントは、
「就労、社会生活、及び社会参加の支援」という、
社会就労センターの役割を意味しています。

S                E                    L                PSupport of Employment, Living and Participation.

日本セルプセンターは、
障がい者の「働く・くらす」を
サポートしています。
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団体概要

認定特定非営利活動法人  日本セルプセンター
設立: 2000年11月29日       認定特定非営利活動法人の認定更新: 2022年3月17日
〒160-0022  東京都新宿区新宿1-13-1 大橋御苑駅ビル別館2階
TEL： 03-3355-8877 　FAX: 03-3355-7666
Email： center@selpjapan.net         URL： https://www.selpjapan.net

【理事】

役員名簿  (2022年3月現在)

【顧問】

所属/都道府県

髙江 智和理(会長)
寺口 能弘(副会長)
小池 邦子(副会長)
益原 忠郁(副会長)
日下 貴博
田中 秀典
松田 賢雄
黒沼 祐蔵
小林 香
檜山 太一
黒川 亨
竹村 絵里
鈴木 暢
澤田 和秀

社会福祉法人北海道光生舎/北海道

のんぴーり青山/新潟県

社会福祉法人花工房福祉会/長野県

ハイツふなき/山口県

社会福祉法人旭川春光会/北海道

ハローENJOY/北海道

石上の園/岩手県

山形県リハビリセンター/山形県

わーくる矢吹/福島県

社会福祉法人茨城補成会/茨城県

武子希望の家/栃木県

社会福祉法人あげお福祉会/埼玉県

ハートピア湘南/神奈川県

社会福祉法人秀愛会/富山県

田辺 義明
西岡 俊雄
倉田 裕
藤野 信敏
藤田 公智
平尾 幸子
三代 栄史
寺本 賢司
三橋 一巳
松本 保孝
花宮 良治
齊藤 武志
松久保 和俊
小林 克彦(常務理事)

ぴーぷるファン/福井県

守山作業所/愛知県

サンフラワーガーデン/三重県

友愛ハウス/滋賀県

ワークセンターHalle！/京都府

みつき/大阪府

太陽作業所/和歌山県

邑智園/島根県

社会就労センターかもな/徳島県

ワークセンターゆきぞの/熊本県

ソレイユ/大分県

喜望/宮崎県

知覧育成園/鹿児島県

日本セルプセンター/東京都

星野 泰啓 社会福祉法人よるべ会/神奈川県

【職員】 事務局員6名

川俣 宗則 しらゆり荘/茨城県

【監事】 北山 文子 ワークセンターれすと/東京都 野々下 哲也 港ワークキャンパス/愛知県

日本セルプセンターは、会員を中心とした障がい者就労支援事業所等を対象に、

商品の販売や研修会の実施を通じて工賃の向上を目指し、障がい者の就労と社会

生活および社会参加の支援を行う事業振興センターです。

ご挨拶ご挨拶

日本セルプセンターは障がい者就労支援事業所等

の経済活動、事業振興と、そこで働く障がい者の

所得保障をすすめていくことを目的に2000年に

設立されたNPO法人です。  

設立以来、障がいがありながらも働く意欲をもつ

方やすでに働いている方々の「真の社会的・経済

的な自立推進」のため、就労支援事業所等の皆

さまと「共同事業・ネットワーク」を組み、共同受

注、共同生産、販売などさまざまな取り組みをすす

めています。  

2013年の「障害者優先調達推進法」の施行に伴い、中央官庁など官公需への対応も

日本セルプセンターの重要な役割となっています。  

今では全国約500会員のネットワークを生かした事業所間連携による共同生産等に

よって「大量生産・短納期」といったニーズにもフレキシブルに対応する体制を整えてい

ます。また、地域性豊かな事業所オリジナルの製品やサービスもご用意しております。  

2020年から国内に広がった新型コロナウイルスの影響により、障がい者就労支援事

業所等の事業活動は依然として厳しい状況が続いています。働く障がい者の経済的自

立を支えるためにも、ぜひ皆さまの仕事のパートナーとして日本セルプセンターをご

活用ください。

会長　髙江 智和理

日本セルプセンターとは日本セルプセンターとは
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団体概要

認定特定非営利活動法人  日本セルプセンター
設立: 2000年11月29日       認定特定非営利活動法人の認定更新: 2022年3月17日
〒160-0022  東京都新宿区新宿1-13-1 大橋御苑駅ビル別館2階
TEL： 03-3355-8877 　FAX: 03-3355-7666
Email： center@selpjapan.net         URL： https://www.selpjapan.net

【理事】

役員名簿  (2022年3月現在)

【顧問】

所属/都道府県

髙江 智和理(会長)
寺口 能弘(副会長)
小池 邦子(副会長)
益原 忠郁(副会長)
日下 貴博
田中 秀典
松田 賢雄
黒沼 祐蔵
小林 香
檜山 太一
黒川 亨
竹村 絵里
鈴木 暢
澤田 和秀

社会福祉法人北海道光生舎/北海道

のんぴーり青山/新潟県

社会福祉法人花工房福祉会/長野県

ハイツふなき/山口県

社会福祉法人旭川春光会/北海道

ハローENJOY/北海道

石上の園/岩手県

山形県リハビリセンター/山形県

わーくる矢吹/福島県

社会福祉法人茨城補成会/茨城県

武子希望の家/栃木県

社会福祉法人あげお福祉会/埼玉県

ハートピア湘南/神奈川県

社会福祉法人秀愛会/富山県

田辺 義明
西岡 俊雄
倉田 裕
藤野 信敏
藤田 公智
平尾 幸子
三代 栄史
寺本 賢司
三橋 一巳
松本 保孝
花宮 良治
齊藤 武志
松久保 和俊
小林 克彦(常務理事)

ぴーぷるファン/福井県

守山作業所/愛知県

サンフラワーガーデン/三重県

友愛ハウス/滋賀県

ワークセンターHalle！/京都府

みつき/大阪府

太陽作業所/和歌山県

邑智園/島根県

社会就労センターかもな/徳島県

ワークセンターゆきぞの/熊本県

ソレイユ/大分県

喜望/宮崎県

知覧育成園/鹿児島県

日本セルプセンター/東京都

星野 泰啓 社会福祉法人よるべ会/神奈川県

【職員】 事務局員6名

川俣 宗則 しらゆり荘/茨城県

【監事】 北山 文子 ワークセンターれすと/東京都 野々下 哲也 港ワークキャンパス/愛知県

日本セルプセンターは、会員を中心とした障がい者就労支援事業所等を対象に、

商品の販売や研修会の実施を通じて工賃の向上を目指し、障がい者の就労と社会

生活および社会参加の支援を行う事業振興センターです。

ご挨拶ご挨拶

日本セルプセンターは障がい者就労支援事業所等

の経済活動、事業振興と、そこで働く障がい者の

所得保障をすすめていくことを目的に2000年に

設立されたNPO法人です。  

設立以来、障がいがありながらも働く意欲をもつ

方やすでに働いている方々の「真の社会的・経済

的な自立推進」のため、就労支援事業所等の皆
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注、共同生産、販売などさまざまな取り組みをすす

めています。  

2013年の「障害者優先調達推進法」の施行に伴い、中央官庁など官公需への対応も

日本セルプセンターの重要な役割となっています。  

今では全国約500会員のネットワークを生かした事業所間連携による共同生産等に

よって「大量生産・短納期」といったニーズにもフレキシブルに対応する体制を整えてい

ます。また、地域性豊かな事業所オリジナルの製品やサービスもご用意しております。  

2020年から国内に広がった新型コロナウイルスの影響により、障がい者就労支援事

業所等の事業活動は依然として厳しい状況が続いています。働く障がい者の経済的自

立を支えるためにも、ぜひ皆さまの仕事のパートナーとして日本セルプセンターをご

活用ください。

会長　髙江 智和理

日本セルプセンターとは日本セルプセンターとは
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障害者の製作品の普及・啓発事業

都道府県セルプセンター等の支援と
ネットワーク化

事業の振興等に係る
人材養成研修事業

国内外の生産活動等施設の製品に
関わる情報収集や市場調査事業

就労継続支援A型事業所

就労継続支援B型事業所

就労定着支援事業所

生活介護（生産活動あり）

生活保護授産施設
社会事業授産施設

就労移行支援事業所

会議等の開催

組織強化

関係団体との連携

2021年度の振り返り

❶ SELP商品・サービス販売事業
❷ 共同事業
　  
❶ 全国の都道府県セルプセンター等との連携
❷ 作業種別部会
❸ 情報提供
❹ 委託事業

❶ ECの事業展開による販路拡大事業
❷ 作業効率を向上させるための作業環境整備事業
❸ テーマ別オンライン研修会の開催
❹ 障害者就労支援事業所における縫製技術と生産・品質管理の習得事業

❶ 会員拡大
❷ 会員データベースの拡充
❸ 支援者拡大
❹ 団体加入PL保険の斡旋

❶ 総会　
❷ 理事会　
❸ 常任理事会　
❹ 理事オンラインサロン 
❺ ワーキンググループ

❶ 全国社会就労センター協議会
❷ 都道府県セルプセンター・都道府県共同受注窓口等
❸ 日本障害者協議会(JD)
❹ きょうされん
❺ 関東ブロック社会就労センター協議会

❶ 国際活動

福祉的サポートを受けながら「労働者として働く」ためのサービス
一般企業等での就労に困難を抱える障害のある方に対して、
雇用契約に基づく就労の機会の提供、知識および能力の向上のための訓練等を行う。
　  

福祉的サポートを受けながら「就労する」ためのサービス
一般企業等での就労に困難を抱える就労経験のある障害のある方に対し、
生産活動等の機会の提供、知識および能力の向上のための訓練等を行う。
　  

一般就労を安定して継続するための支援を行うサービス
一般企業等での就労に移行した障害のある方に対して、就労に伴い生じる生活面の課題等に
対応するための支援を行う。
　  

日常生活上の必要な支援・生産活動等の提供を行うサービス
常に介護を必要とする方に対して、主に昼間において、入浴・排せつ・食事等の介護、生活等に
関する相談・助言その他の必要な日常生活上の支援、創作的活動・生産活動の機会の提供のほか、
身体機能や生活能力の向上のための援助を行う。

さまざまな理由で就労が限られた多様な方への支援を行うサービス
生活保護授産施設は生活保護法、社会事業授産施設は社会福祉法に規定される授産施設。
両施設ともに、障害の有無に関係無く、生活保護受給や失業、低所得等の理由により、
就労機会が限られている多様な方に対して、就労の機会の提供、技能の修得や能力向上のための
訓練等を行い、自立を支援する。

一般就労に向けた支援を行うサービス
一般企業等での就労を希望する障害のある方に対して、生産活動や職場体験等の機会の提供を
通じた就労に必要な知識や能力の向上のための訓練、就労に関する相談や支援を行う。
　  

2020年度から続く新型コロナウイルスの感染拡大に伴う社会への影響により、2021年度
も対面での研修や会議を開催することはできず、また、営業活動への影響も残った一年と
なりました。
しかしながら、会議や研修会等のオンライン開催が定着することで、会員をはじめとする
全国各地の事業所に広く参加の機会を提供することができました。
営業活動においては、商品カタログ等を一新して既存顧客や潜在顧客に送付し、需要の
喚起を促しましたが、2019年以前の売上まで回復させることはできませんでした。また、
全国規模のイベントが開催されず、出展販売の機会がなくなってしまいましたが、首都圏の
百貨店等において事業所商品の広報と販売の機会を得ることができました。

日本セルプセンターが支援しているのは、
働く意欲がありながら障がい等の理由によ
り一般企業等での就労に困難を抱えている
方々が利用している事業所です。

2021年度実施事業一覧
実 施 事 業 内 容

月 額    　 　 時 間 額

15,776円            222円

詳しくは、厚生労働省ホームページ
「障害者の就労支援対策の状況」をご覧ください

2020年度
就労継続支援 B 型事業所
平均工賃

障がいがありながらも働く意欲をもつ方やすでに働いている方々の

「真の社会的・経済的な自立促進」を目指して

全国の障害福祉サービス事業所等

障害福祉サービス事業所等 2021年度実施事業

参考：全国社会就労センター協議会ホームページ「セルプとは」

日本セルプ
センター
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生活保護授産施設
社会事業授産施設

就労移行支援事業所

会議等の開催

組織強化

関係団体との連携

2021年度の振り返り

❶ SELP商品・サービス販売事業
❷ 共同事業
　  
❶ 全国の都道府県セルプセンター等との連携
❷ 作業種別部会
❸ 情報提供
❹ 委託事業

❶ ECの事業展開による販路拡大事業
❷ 作業効率を向上させるための作業環境整備事業
❸ テーマ別オンライン研修会の開催
❹ 障害者就労支援事業所における縫製技術と生産・品質管理の習得事業

❶ 会員拡大
❷ 会員データベースの拡充
❸ 支援者拡大
❹ 団体加入PL保険の斡旋

❶ 総会　
❷ 理事会　
❸ 常任理事会　
❹ 理事オンラインサロン 
❺ ワーキンググループ

❶ 全国社会就労センター協議会
❷ 都道府県セルプセンター・都道府県共同受注窓口等
❸ 日本障害者協議会(JD)
❹ きょうされん
❺ 関東ブロック社会就労センター協議会

❶ 国際活動

福祉的サポートを受けながら「労働者として働く」ためのサービス
一般企業等での就労に困難を抱える障害のある方に対して、
雇用契約に基づく就労の機会の提供、知識および能力の向上のための訓練等を行う。
　  

福祉的サポートを受けながら「就労する」ためのサービス
一般企業等での就労に困難を抱える就労経験のある障害のある方に対し、
生産活動等の機会の提供、知識および能力の向上のための訓練等を行う。
　  

一般就労を安定して継続するための支援を行うサービス
一般企業等での就労に移行した障害のある方に対して、就労に伴い生じる生活面の課題等に
対応するための支援を行う。
　  

日常生活上の必要な支援・生産活動等の提供を行うサービス
常に介護を必要とする方に対して、主に昼間において、入浴・排せつ・食事等の介護、生活等に
関する相談・助言その他の必要な日常生活上の支援、創作的活動・生産活動の機会の提供のほか、
身体機能や生活能力の向上のための援助を行う。

さまざまな理由で就労が限られた多様な方への支援を行うサービス
生活保護授産施設は生活保護法、社会事業授産施設は社会福祉法に規定される授産施設。
両施設ともに、障害の有無に関係無く、生活保護受給や失業、低所得等の理由により、
就労機会が限られている多様な方に対して、就労の機会の提供、技能の修得や能力向上のための
訓練等を行い、自立を支援する。

一般就労に向けた支援を行うサービス
一般企業等での就労を希望する障害のある方に対して、生産活動や職場体験等の機会の提供を
通じた就労に必要な知識や能力の向上のための訓練、就労に関する相談や支援を行う。
　  

2020年度から続く新型コロナウイルスの感染拡大に伴う社会への影響により、2021年度
も対面での研修や会議を開催することはできず、また、営業活動への影響も残った一年と
なりました。
しかしながら、会議や研修会等のオンライン開催が定着することで、会員をはじめとする
全国各地の事業所に広く参加の機会を提供することができました。
営業活動においては、商品カタログ等を一新して既存顧客や潜在顧客に送付し、需要の
喚起を促しましたが、2019年以前の売上まで回復させることはできませんでした。また、
全国規模のイベントが開催されず、出展販売の機会がなくなってしまいましたが、首都圏の
百貨店等において事業所商品の広報と販売の機会を得ることができました。

日本セルプセンターが支援しているのは、
働く意欲がありながら障がい等の理由によ
り一般企業等での就労に困難を抱えている
方々が利用している事業所です。

2021年度実施事業一覧
実 施 事 業 内 容

月 額    　 　 時 間 額

15,776円            222円

詳しくは、厚生労働省ホームページ
「障害者の就労支援対策の状況」をご覧ください

2020年度
就労継続支援 B 型事業所
平均工賃

障がいがありながらも働く意欲をもつ方やすでに働いている方々の

「真の社会的・経済的な自立促進」を目指して

全国の障害福祉サービス事業所等

障害福祉サービス事業所等 2021年度実施事業

参考：全国社会就労センター協議会ホームページ「セルプとは」

日本セルプ
センター
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障害者の製作品の普及・啓発事業1

都道府県セルプセンター等の支援とネットワーク化2

優先調達推進法を背景に、官公庁の事務用品、その他記念品等の物品、データ入力、テープ起こし、
シュレッダー作業、印刷等の役務を受注しました。
また、企業・団体等のニーズを把握し、事業所商品・サービスとのマッチングを図りました。
【国及び地方公共団体】　■ 売上： 225件　52,117千円　　■ 取扱事業所数： のべ187事業所
【企 業 ・ 団 体 等】　■ 売上： 281件　49,485千円　　■ 取扱事業所数： のべ524事業所

働く障がい者を支援するための広告塔、SELPの広報・啓発として全国社会就労センター協議
会ならびに都道府県社会就労センター等と連携して設置推進を図りました。
現在、全国で1,562台のSELP自動販売機が設置されています。

❶ SELP商品・サービス販売事業

都道府県団体との連携を強化し、相互受発注や情報共有に努めました。

❶ 全国の都道府県セルプセンター等との連携

木工部会、ウエス部会、クリーニング部会、縫製部会、印刷部会、情報処理部会、農産部会、
食品加工部会、レストラン・総菜・弁当部会、製パン部会、製菓部会、軽作業部会、
ビルメンテナンス・清掃部会、リサイクル部会、陶・工芸部会

❷ 作業種別部会

会員に対して定期的にホームページ掲載の情報や研修案内、制度変更等をメールで配信しました。
また、ホームページの「SELP訪問ルポ」を月１回更新しました。

❸ 情報提供
会員を中心とした障がい者就労支援事業所等では、様々な製品の製造・開発・販売、役務の品質
向上・提供に日々取り組んでいます。日本セルプセンターでは、事業所等の生産活動の支援と製
品・役務の幅広い普及を図るため、次の事業を実施しました。

軽作業、清掃、印刷、梱包発送、入力作業、縫製、
焼菓子、玩具、記念品、オフィス器具・文具 等

主な売 上内容

事業所や関連団体から必要とされる資材やサービスを全国的に展開しました。

❷ 共同事業

1　SELP自動販売機設置事業

1　木工部会　Zoom研修会（全2回）
2　印刷部会　部会（オンライン）
3　農産部会　役員会（オンライン）、部会（オンライン）、アンケート調査

❹ 委託事業
1　東京都共同受注窓口（TOSTEP）に関する運営（東京都委託）

4　製菓部会　ニーズ調査、お菓子で工賃向上検討会（全2回）（オンライン）
5　ビルメンテナンス・清掃部会　除草作業ミーティング（オンライン）
6　陶・工芸部会　オンライン会議

3　フラットファイル組立部材の斡旋事業

原材料を大量に仕入れることにより、事業所へ一般価格より廉価に供給することができました。
■ 売上： 10,316千円　　■ 取扱事業所数： のべ121事業所

■ ワンストップ窓口の運営等　　　
■ 企業及び官公庁への営業活動等
■ 共同受注業務に関するコンプライアンス体制の確立　
■ 共同受注体制構築に関する会議の運営支援等

2　障害者就労支援事業所支援業務（福島県授産事業振興会委託）
■ 商品の製造、販売・開発に係る技術アドバイス
■ 首都圏における福島県授産製品の普及及び販路拡大
■ 受注情報の提供

部材を大量に仕入れ、各地の共同受注窓口に廉価に斡旋しました。
■ 売上： 1,061千円　　■ 購入団体数： 3団体

2　ウエス原材料共同仕入れ事業

事業の振興等に係る人材養成研修事業3

事業所でECサイトを立ち上げる方法を学ぶためのオンライン講習会を開催しました。

❶ ECの事業展開による販路拡大事業（全国生協連、全労済助成）

５S活動を中心とする作業環境整備の基本を学び、作業の効率化を目指すためのオンライン講習会を開
催し、振り返り用としてのオンデマンド配信も行いました。

❷ 作業効率を向上させるための作業環境整備事業（全国生協連、全労済助成）

現場職員を対象とし、好事例紹介、製品、サービス紹介、作業種別部会活動等具体的なテーマ別の研修
会を開催しました。

❸ テーマ別オンライン研修会の開催

1　アップデートSELP
■ 施設で洗えて、簡単に寝具交換ができる簡単寝具の紹介
■ 北海道で売ってほしい、施設で作る地域の名産品の募集/社会福祉法人北海道光生舎（北海道）
■ 寄附金を活用して実施した事業の紹介～神奈川セルプセンター/神奈川セルプセンター（神奈川県）
■ のんぴーりAXISから日本基盤ネットワークへの取組/のんぴーりAXIS（新潟県）
■ 耕作放棄地に取り組みながらより高い収益性事業を目指してニラを栽培/社会福祉法人秀愛会（富山県）
■ きのこの菌床栽培について/グリーンドア（埼玉県）・社会福祉法人敬和会（鹿児島県）
■ 既存事業の見直しや新規事業への取組で工賃向上を図る/ワークセンターHalle！（京都府）
■ 就労継続支援事業所における利用者支援/ぴーぷるファン（福井県）
■ 清掃事業の紹介/ソレイユ（大分県）
■ 与えられる作業から、選べる作業へ　木工事業の紹介と地域内における事業所間連携/セルプ ノイエ（北海道）
■ 施設外就労からの雇用/エコーンファミリー（長野県）

2　テーマ別オンライン研修会
■ おもちゃの安全基準　　
■ 食品リスクマネジメントセミナー

事業報告
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障害者の製作品の普及・啓発事業1

都道府県セルプセンター等の支援とネットワーク化2

優先調達推進法を背景に、官公庁の事務用品、その他記念品等の物品、データ入力、テープ起こし、
シュレッダー作業、印刷等の役務を受注しました。
また、企業・団体等のニーズを把握し、事業所商品・サービスとのマッチングを図りました。
【国及び地方公共団体】　■ 売上： 225件　52,117千円　　■ 取扱事業所数： のべ187事業所
【企 業 ・ 団 体 等】　■ 売上： 281件　49,485千円　　■ 取扱事業所数： のべ524事業所

働く障がい者を支援するための広告塔、SELPの広報・啓発として全国社会就労センター協議
会ならびに都道府県社会就労センター等と連携して設置推進を図りました。
現在、全国で1,562台のSELP自動販売機が設置されています。

❶ SELP商品・サービス販売事業

都道府県団体との連携を強化し、相互受発注や情報共有に努めました。

❶ 全国の都道府県セルプセンター等との連携

木工部会、ウエス部会、クリーニング部会、縫製部会、印刷部会、情報処理部会、農産部会、
食品加工部会、レストラン・総菜・弁当部会、製パン部会、製菓部会、軽作業部会、
ビルメンテナンス・清掃部会、リサイクル部会、陶・工芸部会

❷ 作業種別部会

会員に対して定期的にホームページ掲載の情報や研修案内、制度変更等をメールで配信しました。
また、ホームページの「SELP訪問ルポ」を月１回更新しました。

❸ 情報提供
会員を中心とした障がい者就労支援事業所等では、様々な製品の製造・開発・販売、役務の品質
向上・提供に日々取り組んでいます。日本セルプセンターでは、事業所等の生産活動の支援と製
品・役務の幅広い普及を図るため、次の事業を実施しました。

軽作業、清掃、印刷、梱包発送、入力作業、縫製、
焼菓子、玩具、記念品、オフィス器具・文具 等

主な売 上内容

事業所や関連団体から必要とされる資材やサービスを全国的に展開しました。

❷ 共同事業

1　SELP自動販売機設置事業

1　木工部会　Zoom研修会（全2回）
2　印刷部会　部会（オンライン）
3　農産部会　役員会（オンライン）、部会（オンライン）、アンケート調査

❹ 委託事業
1　東京都共同受注窓口（TOSTEP）に関する運営（東京都委託）

4　製菓部会　ニーズ調査、お菓子で工賃向上検討会（全2回）（オンライン）
5　ビルメンテナンス・清掃部会　除草作業ミーティング（オンライン）
6　陶・工芸部会　オンライン会議

3　フラットファイル組立部材の斡旋事業

原材料を大量に仕入れることにより、事業所へ一般価格より廉価に供給することができました。
■ 売上： 10,316千円　　■ 取扱事業所数： のべ121事業所

■ ワンストップ窓口の運営等　　　
■ 企業及び官公庁への営業活動等
■ 共同受注業務に関するコンプライアンス体制の確立　
■ 共同受注体制構築に関する会議の運営支援等

2　障害者就労支援事業所支援業務（福島県授産事業振興会委託）
■ 商品の製造、販売・開発に係る技術アドバイス
■ 首都圏における福島県授産製品の普及及び販路拡大
■ 受注情報の提供

部材を大量に仕入れ、各地の共同受注窓口に廉価に斡旋しました。
■ 売上： 1,061千円　　■ 購入団体数： 3団体

2　ウエス原材料共同仕入れ事業

事業の振興等に係る人材養成研修事業3

事業所でECサイトを立ち上げる方法を学ぶためのオンライン講習会を開催しました。

❶ ECの事業展開による販路拡大事業（全国生協連、全労済助成）

５S活動を中心とする作業環境整備の基本を学び、作業の効率化を目指すためのオンライン講習会を開
催し、振り返り用としてのオンデマンド配信も行いました。

❷ 作業効率を向上させるための作業環境整備事業（全国生協連、全労済助成）

現場職員を対象とし、好事例紹介、製品、サービス紹介、作業種別部会活動等具体的なテーマ別の研修
会を開催しました。

❸ テーマ別オンライン研修会の開催

1　アップデートSELP
■ 施設で洗えて、簡単に寝具交換ができる簡単寝具の紹介
■ 北海道で売ってほしい、施設で作る地域の名産品の募集/社会福祉法人北海道光生舎（北海道）
■ 寄附金を活用して実施した事業の紹介～神奈川セルプセンター/神奈川セルプセンター（神奈川県）
■ のんぴーりAXISから日本基盤ネットワークへの取組/のんぴーりAXIS（新潟県）
■ 耕作放棄地に取り組みながらより高い収益性事業を目指してニラを栽培/社会福祉法人秀愛会（富山県）
■ きのこの菌床栽培について/グリーンドア（埼玉県）・社会福祉法人敬和会（鹿児島県）
■ 既存事業の見直しや新規事業への取組で工賃向上を図る/ワークセンターHalle！（京都府）
■ 就労継続支援事業所における利用者支援/ぴーぷるファン（福井県）
■ 清掃事業の紹介/ソレイユ（大分県）
■ 与えられる作業から、選べる作業へ　木工事業の紹介と地域内における事業所間連携/セルプ ノイエ（北海道）
■ 施設外就労からの雇用/エコーンファミリー（長野県）

2　テーマ別オンライン研修会
■ おもちゃの安全基準　　
■ 食品リスクマネジメントセミナー
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国内外の生産活動等施設の製品に関わる情報収集や市場調査事業5

障がい者の就労問題に関し国際的な場面での活動を推進するため、主にワーカビリティ・ジャパン（WJ）、
ワーカビリティ・インターナショナル（WI）、ワーカビリティ・アジア（WAsia）の活動に参加しました。

❶ 国際活動

❸ 常任理事会 （オンライン開催・10回）

❹ 理事オンラインサロン （2回）

定款を見直すためのワーキンググループを理事で構成し、検討を重ねました。
❺ ワーキンググループ （オンライン開催・3回）

会議等の開催6

❶ 総会 （オンライン開催）

生産活動等施設や製品に関する診断事業4

会員等からの相談に対し、メール、電話、専門家派遣等で積極的に対応しました。

❹ 障害者就労支援事業所における縫製技術と生産・品質管理の習得事業
　（全国生協連・全労済助成）

【第44回】 6月24日 ■ 令和2年度事業報告（案）　■ 令和2年度決算（案）　
■ 監査報告　　　　　　　　■ 役員改選

【第45回】 3月24日 ■ 令和4年度事業計画（案）　■ 令和4年度予算（案）　
■ 定款の一部変更

【第1回】 5月21日 ■ 令和2年度事業報告（案）　■ 令和2年度決算（案）　
■ 監査報告　　　　　　　　■ 役員等の選任

【第2回】 6月24日 ■ 会長、副会長、常務理事の互選について

【第3回】 12月7日 ■ R3年度補正予算（案）　　 ■ 作業種別部会の活性化

【第4回】 2月24日 ■ 令和4年度事業計画（案）　■ 令和4年度予算（案）

❷ 理事会 （オンライン開催）

■ 縫いの基礎コース（実技編）　■ 縫いの基礎コース（知識編）
■ 縫いの応用コース　　　　　■ 保守点検コース

■ 正会員：489　■ 賛助会員：1　■ 特別会員：3

■ 寄付： 109件　519,000円

組織強化7

事業活動と作業種別部会活動を通じて会員拡大を図りましたが、新型コロナウイルスの影響もあり、
拡大することはできませんでした。

❶ 会員拡大

活動の積極的な広報を通じて、事業や寄付での支援者拡大を図りました。

❸ 支援者拡大

会員データベースの商品・サービス項目を拡充し、官公庁、民間企業等とのマッチングによる売り上げの
拡大および事業所間連携の足がかりとしました。

❷ 会員データベースの拡充

会員を対象にPL保険を斡旋しました。

❹ 団体加入PL保険の斡旋

関係団体との連携8

■ 令和3年度　全国社会就労センター総合研究大会（北海道大会）の共催
■ 令和3年度（第38回）全国社会就労センター長研修会の共催
■ 令和3年度全国ナイスハートバザールの共催

❶ 全国社会就労センター協議会

■ 協議員の派遣

❸ 日本障害者協議会（JD）

■ 第44回大会全国大会（オンライン）の後援

❹ きょうされん

■ 令和3年度関東社会就労センター協議会研究大会 in いばらきの後援

❺ 関東ブロック社会就労センター協議会

都道府県共同受注窓口を対象にオンラインサロンを２回開催し、情報収集、情報共有を図り、
生産活動の支援に反映させました。

❷ 都道府県セルプセンター・都道府県共同受注窓口等
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Ⅰ 経常収益
　１　会費収入
　２　事業収入
　３　委託金収入
　４　助成金収入
　５　参加費収入
　６　寄付金収入
　７　雑収入   
　　　　経　常　収　益　計 
Ⅱ 経常費用
　１　事業費
　　　人件費 
　　　その他経費
　２　管理費
　　　人件費
　　　その他経費
　　　　経　常　費　用　計 
　   当　期　経　常　増　減　額
　　  法人税住民税及び事業税     
当   期   正   味   財   産   増   減   額
前   期   繰   越   正   味   財   産   額
次   期   繰   越   正   味   財   産   額     

 
 

20,352,000
132,500,000
36,972,000
7, 451,000

0
700,000

1,560,000
199,535,000

161,400,000
33,151,000
128,249,000
26,794,000
10,769,000
16,025,000
188,194,000
11,341,000

0
11,341,000
187,499,030
198,840,030

勘　定　科　目 予　算　額  
 

18,943,000
125,057,271
36 ,971,500
7,450,614
50,000
519,000

1,812 ,170
190,803,555

148,088,540
32,396,742
115,691,798
22,306,132
7,854,498
14,451,634
170,394,672
20,408,883
877,300

19,531,583
187,499,030
207,030,613

決　算　額  
 

△ 1,409,000
△ 7,442,729

△ 500
△ 386
50,000

△ 181,000
252,170

△ 8,731,445
  
△ 13 , 311,460
△ 754,258

△ 12 ,557,202
△ 4 ,487,868
△ 2 ,914 ,502
△  1,573,366
△ 17,799,328

9,067,883
877,300

8,190,583
0

8,190,583

差　異

(単位：円)

 
Ⅰ 資産の部    
　1    流動資産
　　　　現金    
　　　　普通預金    
　　　　郵便振替貯金        
　　　　未収金    
　　　　前払金    
　　　　商品    
　　流 動 資 産 合 計    
　2    固定資産    
　　　　敷金    
　　　　保証金    
　　　　定期預金    
　   固 定 資 産 合 計    
    
　　　
　   資 産 合 計    
         

 
 
 

 83,679
109,359,378
14 ,177,097
19,245,086

45,883
450,176

143,361,299
 
3,850,472
700,000

80,000,000
84,550,472

227,911,771
 

 
Ⅱ 負債の部   
　1    流動負債   
　　　　未払金   
　　　　前受金   
　　　　預り金   
　　　　未払法人税等   
　　　　未払消費税等   
　　流 動 負 債 合 計   
　2    固定負債   
　　固 定 負 債 合 計
　　　負 債 合 計   
   
Ⅲ 正味財産の部
　　前期繰越正味財産   
　　当期正味財産増加額
　   正 味 財 産 合 計   
　 負債及び正味財産合計

 
 
 

13,733,841
4,000,000
1,040,717
877,300

1,229,300
20,881,158

 0
 20,881,158

 
 

187,499,030
19,531,583
207,030,613
227,911,771

 

科       目 金       額 科       目 金       額

(単位：円)

活動計算書

貸借対照表

2021年度決算概要（2021年4月1日～2022年3月31日）
障がい者の自立をめざして活動をおこなっている社会就労センターや就労系
支援事業所ではどのような事業が営まれ、どのような製品が作られているので
しょうか。ユニークな取り組みや働く人たちの姿をご紹介します。

チャレンジ・コヤリバの就労移行支援事業では、独自に開発された就労サポートプロ
グラムにより、2年間の訓練の後で企業へ就職した人たちの就労定着率が非常に高
い数値を誇っている（１年未満は、100％）。Ｂ型事業にも取り組んでいるのだが、こ
れはあくまで毎日働くことが難しいスロースタート型の利用者にとってのワンステッ
プの位置づけ。たとえ時間がかかってもみんなに一般就労をめざしてもらい、社会に
巣立ってもらうことを方針として掲げている。

社会福祉法人 福成会
チャレンジ・コヤリバ （兵庫県尼崎市）
一般就労に向けたサポートに力を入れて活動する。

大自然が広がる大和高原の山腹に建設された施設である。以前から上水配管用
バルブゴム・橋脚の振動吸収板・ケーブルガイド製造といったニッチな重工業作業
（各種ゴム製品の加工）に取り組んできた。阪神大震災後にライフラインを復旧する
ための大量受注が続々舞い込んできた時期もあったのたが、年々事業は縮小。
今後に向けた事業転換の模索を余儀なくされている。喫茶事業、芸術活動、クリーニ
ング事業等の新たな取り組みが今、始まったところだ。

社会福祉法人 大和会
大和高原太陽の家 （奈良県山辺郡山添村）
新たな発想で、今後に向けた事業展開を模索する。

はーとふる・ビレッジは、茨城県の「就労継続支援Ｂ型事業所アドバイザー派遣
事業」に、平成27年より令和2年度まで６年連続で応募して採択されるといった実
績をもつ事業所だ。これによって品質向上、新商品開発、経営手法の習得、職場環境
の改善といった専門家のさまざまなノウハウを次々に取得している。オリジナルブラ
ンド「ＣＵＯＲＥ（クオーレ）」商品も開発し、目標であるオリジナル店舗の開設に向
けて着実に前に向かって進んでいる。

社会福祉法人 陽山会
はーとふる・ビレッジ （茨城県石岡市）
チャンスを活かし、積極的にチャレンジを続ける。

ワークステージ銀河の里では、高齢化で人手不足となったリンゴ農園を引き継いだこ
とがきっかけとなり、規格外リンゴを有効活用したシードル（スパークリングワイン）
を製造している。その品質には定評があり、いわて特産品コンクールで「実行委員会
会長賞」を受賞したほか、雑誌でも「日本一の『お取り寄せ』グランプリ」の1つとして
紹介されるまでに。木造二階建てのオシャレなワイナリーも完成し、たくさんの人
たちが訪れることを期待している。

社会福祉法人 悠和会
ワークステージ銀河の里 （岩手県花巻市）
100年先を見据えながら、地域づくりをめざす。

SELP訪問ルポ
（ダイジェスト版）
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みらいでは、仏壇製造から菌床しいたけの製造というダイナミックな事業転換に挑み、
大きな成功を収めている。大規模の設備投資を行って50坪の菌床製造室を建て、
予備も含めるとつねに約80,000個の菌床を育成。工場は職員と利用者が交代シ
フトを組んで365日稼働し、つねに新鮮な菌床しいたけを出荷するのである。これ
だけの体制を組んでも、県内では需要が供給に追いつかないほどだ。今後はさらに
多様なきのこ類の栽培にもチャレンジしていくという。

社会福祉法人 敬和会
みらい （鹿児島県南九州市）
本格的な菌床きのこ栽培への進出で、大きく事業転換を図る。

食品製造、手芸、下請、木工品…と各種作業を取り入れているハローENJOYの大
きな目玉は、「坂本九思い出記念館」の運営受託だろう。総合施設長が生前の坂本
さんと親交が深かったことから、地域の有志によって設立された記念館運営を受
託した。８月の命日には全国からファンが集まるし、学生たちも修学旅行でやって
来る。施設の高齢化・重度化は大きな課題だが、坂本さんの歌のように明るく前を
向き、障がいのある人たちの就労の可能性を探っている。

社会福祉法人 栗山ゆりの会
ハローENJOY （北海道夕張郡栗山町）
重度障がいのある人の就労の可能性を追求していく。

施設外就労に力を入れつつある就労継続支援B型事業の平均月額工賃が大きく
伸びたのは、近隣にある温泉旅館の清掃業務を受託するようになってからだ。
人手不足に悩む旅館と、仕事がほしい施設の思惑が見事にマッチ。土日や盆・年
末年始の休みに交代で働くという挑戦ながら、現場のモチベーションは上がって
いる。健康食品として大人気の黒にんにくの販売活動も始まるなど、地域資源や
地元企業との共存をめざし、新たな仕事づくりが進められている。

社会福祉法人 サンフラワークラブ
サンフラワーガーデン・サンフラワーワークス （三重県津市）
地域企業と連携し、利用者の新たな可能性を追求する。

現在の作業量の多くが、千切り大根やピーマンの袋詰め。どちらも宮崎県の特産品で
あり、中央卸売市場内の青果企業から請け負っている。単純作業でありながら、企業
から単価の高い仕事を発注していただいているという。県内企業と障がい者施設の
グループが起ち上げた「焼き芋の自動販売機の運営管理」という仕事も、ユニーク
だ。施設のネットワーク化こそが重要と考え、宮崎市内をまとめた「わくわくネット
ワーク」の拡充にも力を注いでいる。

一般社団法人 きぼう
喜望 （宮崎県宮崎市）
受託作業を中心としながら、着実に工賃向上をめざす。

設立当初から、博多人形の生産に特化した活動を続けてきた。利用者たちが分担し
て行っていく陶芸技術には定評があり、2001年には博多人形商工業協同組合にも
加盟した。もっとも近年は博多人形自体の人気が衰えつつあるのも事実。利用者の高
齢化によって生産能力は次第に低下し、「働くこと」に意義を求める人たちのために
も、作業に従事してもらうことは大切だ。新たな発想も取り入れながら、重度障がい
のある人たちが働く意味を問い続けている。

社会福祉法人 たちばな福祉会
小富士園 （福岡県糸島市）

博多人形を生産しながら、障がいのある人の働く意味を問い続ける。

木工作業を行っている施設は全国にも多いが、向陽園のろくろ技術は群を抜いて
いる。これを支えるのは、約50年働き続けている１人の利用者だという。彼の伝統
の技は、2020年に「宮崎県伝統工芸士」として認定された。ろくろ製品以外にも、
木製ベンチ等、人気製品は数多い。また、新しいターゲットに向けて子ども用キッチン
セット、木製鏡餅なども開発した。若い利用者たちに少しでも職人の技術を継承す
べく、今後も木工作業の可能性を追求していく。

社会福祉法人 宮崎県社会福祉事業団
向陽園 （宮崎県宮崎市）
高度なろくろ技術をもとに、木工作業の可能性を追求する。

セルプノイエでは、家具用材・住宅用材・学習用工作材などの「木材材料加工」を行っ
ている。本格的な機械が何台も稼働し、利用者たちが働いている現場は、まるで一般
の製材所のようだ。昨今のウッドショックのあおりを受けて国産材が高騰している
のだが、技術力を見込まれて「仕入れ加工」から「賃加工作業」への転換に取り組み、
収益の見える化と経営の安定を目指している。今後は木工作業にこだわらず、一人
ひとりの障がいに合わせた仕事づくりも求められているという。

社会福祉法人 旭川春光会
セルプノイエ （北海道旭川市）

「与えられる作業から、選べる作業」への転換をめざす。

日本初の身体障害者福祉工場（当時）として設立された工場の１つ。現在もＡ型事業
所として、大規模なクリーニング事業を展開している。月額平均工賃は約19万円（賞
与含む）。各種保険、中退共加入、各種手当・福利厚生ありと、働く人たちへの待遇
は、一般企業と変わらない充実ぶりだ。アフターコロナを見据えた新たな事業展開
も抜かりがない。全国の障がい者就労支援事業の最先端を走り続けるトップリー
ダーとして、ますますの発展が期待される。

社会福祉法人 清風会
清風会吉田工場 （広島県安芸高田市）

クリーニング事業で、障がいのある人たちの「安心・安全・信頼」をめざす。
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参加事業所等の声

サントリービバレッジソリューションではセルプ自動販売機の設置を通じ、SELPの認知度を
上げる活動をしております。売上の一部は、日本セルプセンターと地方の就労支援組織に還
元しておりますが、現在は新型コロナウイルスの影響で売り上げが下がってしまっている状況
です。
私どもの使命として、セルプ自動販売機を１台でも多く設置し、働く障がい者の支援を続けて
いきたいと考えております。今後もセルプ自販機を通じて、皆様のお役に立てる様なサービス
を目指し日々努力を重ねて参ります。是非ご尽力の程、何卒、宜しくお願い申し上げます。

セルプ自動販売機を通じて社会福祉に貢献。

ワクわーくはもともと情報処理と軽作業を主に活動していましたが、2019年夏に
日本セルプセンターから仕事を受けたことを機に、軽作業の取りまとめやピクトグラ
ムの制作、小物の製造、そして施設外就労というように仕事の幅を広げることができ
ました。
日本セルプセンターの活動では情報処理部会の部会長を任命されていますが、全国
組織を活かした業務機会を得るまでには至っておりません。しかしながらDXの時代
の波が急速に広まり、障害福祉に追い風が吹いている今、経済と福祉を連携させた
「経福連携」をスローガンに、バックオフィスのデータ処理をBPOの一環としてA型
事業所で受注できるよう一翼を担っていきたいと思います。

一般社団法人明生会
ワクわーく
所長　西川原 隆 さん

日本セルプセンターからの請負を機に事業の幅を広げ、
A型事業所との架け橋を目指す。

授産所麻生園は、社会事業授産施設（基準該当就労
支援 B型事業）で、生活困窮者や障がいをお持ちの
方、高齢者などの一般就労が困難な方へ就労を通し
て社会参加に貢献し、作業内容は印刷・加工（破魔矢
組立、お守り作り、箱折り、みかんの皮むき）等を行っ
ています。障害者優先調達推進法が施行され、日本
セルプセンターの協力のもと、冊子、ポスター、封筒、
紙筒、SELP自販機ステッカー等の印刷物を受注で
き、おかげさまで首都圏にも販路を拡大させていた
だきました。これからも日本セルプセンターのサポー
トのもと社会事業授産施設における工賃向上の問題
解決につなげて参りたいと思います。

社会福祉法人 八女市社会福祉協議会
授産所麻生園
園長  江﨑 浩子 さん

日本セルプセンターのサポートを受け
作業工賃向上の問題解決へ。

大阪府社会福祉協議会には、大阪府のセルプ協（大阪府社会福祉協議会セルプ部
会）と近畿ブロックのセルプ協（近畿社会就労センター協議会）の事務局があり、部
会内組織として共同受注窓口でもある「大阪授産事業振興センター」の運営もして
います。
これらの活動には会費の他にSELP自動販売機の売上手数料も充てられており、運
営資金の確保や授産活動の発展、啓発を目的とした自販機の設置促進にも取り組ん
でいます。SELP自動販売機は、災害対応自販機や、環境負荷を軽減する省エネ対
応のもの、誰もが使いやすいユニバーサルデザイン自販機などがあり、近年話題に
なることが増えたSDGｓやBCPにフィットした側面もあります。
働く障がい者の支援になるだけでなく、幅広く社会と福祉の発展に寄与するSELP
自動販売機の設置拡大にこれからも取り組んでいきたいと思います。

近畿社会就労センター協議会事務局
大阪府社会福祉協議会セルプ部会事務局
大阪授産事業振興センター事務局

神﨑 翼 さん（右）
岩井 一博 さん（左）

SELP自動販売機がもたらすうるおい。

京葉流通倉庫株式会社
第1ブロック　戸田ロジスティクスセンター

センター長  川田 剛士 さん

慢性的な人手不足の物流業界、
考えてもみなかった障がい者就労事業所の援軍。

2015年9月にスタートした東京新聞のプロジェクト『HEART & 
DESIGN FOR ALL』では、「誰もが暮らしやすい社会の実現
へ」をスローガンに、多様性と包摂性、ユニバーサルな商品や
サービスなどを紹介してきました。その理念をさらに拡げるため
の啓発ツールとして「誰もが使いやすい扇子」を開発、その製造
を日本セルプセンターの協力のもと、障がい者就労事業所に委託
しました。一つ一つ丁寧に製作された扇子は、誰もが使いやすい
ユニバーサルな機能面以外にも、障がい者就労支援というストー
リーも加わり、使い手側の共感を得る製品となりました。今後も
継続して活動していきたいと考えております。

中日新聞東京本社（東京新聞）
広告局広告二部

家田 良二 さん

ユニバーサルデザイン扇子の製造委託。
作り手のストーリーが製品に付加価値を与える。

サントリービバレッジソリューション
株式会社
法人営業本部　広域法人一部

課長　立岩 友樹 さん

日本セルプセンターと連携し、賞味期限の超過した防災備蓄食品の有効活用事業を全国８か
所の障がい福祉サービス事業所へ委託しています。この事業は、これまでまとめて廃棄されて
しまっていた賞味期限超過食品を分別・リサイクルすることによる資材のリサイクルや食品の
肥料化など環境に配慮した取り組みであり、障がいがある方々の所得向上支援へとつながる
相乗効果が期待できる事業となっています。
当法人だけでは調整が難しい全国の障がい福祉サービス事業所への一括した連絡・調整を日
本セルプセンターに行っていただくことにより、全国での事業がさらにスムーズに展開できる
と期待しております。今後も継続した事業協力・連携をお願いします。

日本セルプセンターの全国ネットワークを活用し
障がいのある方々と連携してフードロス対策に取り組む。

公益社団法人
日本非常食推進機構
理事長  古谷 賢治 さん

日本セルプセンター会員募集

事業拡大・販路拡大をお考えなら、
私たちと一緒に活動してみませんか？
主な会員は全国の障がい者就労支援事業所です。
日本セルプセンターの会員は、原則として法人の目的に賛同する
幅広い個人・団体によって構成されています。
会員には、正会員・賛助会員・特別会員があります。

物流業界は慢性的な人手不足の状態となっています。近隣住民のパート採用、パートからの紹
介等でなんとか人数を維持していましたが、それでも人の手配を賄えなく、困っておりました。
その折に、日本セルプセンターからの営業の連絡が入り、障がい者施設で請け負っていただけ
ると聞いて、依頼しました。当初は、障がい者の施設に対応していただけるのか不安でしたが、
日本セルプセンターが事業所との間に入り、依頼する仕事の調整を行い、フレキシブルな対応
により、一般の社員と遜色ない作業をしていただいております。現在ではグループ3拠点の倉
庫で活躍いただき、今や各拠点で障がい者就労事業所は欠かせない存在となっております。

お客様の声

パートナーの声

全６色のカラーバリエーションで展開

ユニバーサルデザイン
扇子プロジェクト

「hirari」 レポートHP
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参加事業所等の声
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ご支援をお願いいたします

個人  3,000円 から　 法人  10,000円 から　

全国の障がい者就労支援事業所等ではさまざまなお仕事を行っています。
企業、官公庁の皆さまの業務をお請けすることができます。
お仕事の利益は、働く障がい者の工賃（収入）となります。
まずは、日本セルプセンターにご相談ください。 お客様からのお仕事が「働く障がい者」の支援に

全国各地
お客様 日本セルプセンター

（業務窓口）
障がい者就労支援事業所 等

障がい者就労支援事業所 等

障がい者就労支援事業所 等

お仕事のフロー

全国の障がい者就労支援事業所等では食品から工芸品まで、幅広い商品を製造しています。
ギフト対応も可能です。一般のお客様の小ロットから、企業様の大ロットまで対応いたします。

一部商品は、ECショップ「日本セルプセンター オンラインストア」にてお取り扱いしております。

商品のご購入1

商品例 木工品 縫製品 ウエス

お菓子 農産
加工品 記念品

全国規模のネットワーク体制でお応えいたします。
案件の調整、進行管理等は日本セルプセンターで対応させていただきます。

請け負い仕事のご発注2

業務内容例 印刷・製本 データ入力 クリーニング

封入封緘 箱折 除草作業

SELP自動販売機を設置いただくことで、働く障がい者のご支援となり
ます。商品入れ替えや売上金回収など、すべて業者が行います。
また、SELP自動販売機で飲料をご購入いただくと、その売上の一部が
働く障がい者の支援活動に役立てられます。

SELP自動販売機設置・ご購入のお願い3

SELP自販機事業ホームページ

ご寄附のお願いホームページ

日本セルプセンターは東京都より、「認定特定非営利活動法人」として2017年3月17日に認可
され、現在の有効期間は2027年3月16日までとなっています。

認定特定非営利活動法人制度は、NPO法人への寄附を促すことにより、NPO法人の活動を
支援するために税制上設けられた措置として、その運営組織及び事業活動が適正であること
並びに公益に資することについて一定の要件を満たすNPO法人に対し、所轄庁が認定を行う
制度です。そのため、日本セルプセンターに対するご寄付は、寄付金控除（税額控除）の対象と
なります。

法人、企業、団体様はもちろん、個人の方の寄付も私たちの活動の大きな支えになります。
いただいた寄付金は、共同事業の開発・展開、研修会の開催等、障がい者就労支援事業所等へ
の各種活動に大切に使わせていただきます。

ご寄付のお願い4
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